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教科目名 英語ＬＬ (English Language Laboratory) 

学科名・学年 ： 全学科 1年  

単 位 数 な ど ： 必履修 1単位 （EC 前期１コマ，MS 後期１コマ，学習保証時間 19.5 時間） 

担 当 教 員 ： 大木正明 

授業の概要 

英語の 4 技能の中でも，特に「聴く」「話す」に力点を置き、演習形式でコミュニケーションの能力を身につけさせ

る．また外国の文化，様式に触れ、様々な文化的事象をも解説し，各学生の「視野」を広げる． 

 

達成目標と評価方法                            大分高専目標（C2），JABEE 目標(f)

(1) 挨拶などからはじまる基本的なコミュニケーションの表現を学び，身につける．(暗唱試験) 

(2) 外国，特に欧米の文化事情を理解し，文化的齟齬が出ないような知識を身につける．(小試験) 

(3) 状況に対応できる語彙力および英語表現力を高め，相手との意思の疎通が出来る能力を見につける．(小試験) 

(4) 授業中に行われる訓練を通して，より円滑な意思の疎通に必要なリスニング力を身につける．(ACE 試験) 

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 
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１．オリエンテーション 

 

 

 

 

２．Nice to Meet You 

 

 

３．暗唱試験，および Try It Out，

Let’s Listen，Did You Get It 

 

４．Horoscope 

 

 

 

５．小試験，および Hello, friends! 

 

 

６．暗唱試験，小試験，および Try It 

Out，Let’s Listen，Did You Get It 

 

７．My Favorite Things 

 

 

８．暗唱試験，小試験，および Try It 

Out，Let’s Listen，Did You Get It 

 

９．What Are You Crazy about? 

 

 

10．暗唱試験，小試験，および Try It 

Out，Let’s Listen，Did You Get It 

 

 

○各テーマについての概要，年間計画，試

験に関する一般的注意，発表方法の説明を

受け，概要を理解する．また各ブースに設

置されている装置の取扱い方を理解する．

 

○初めて対面する相手に対しての挨拶の

仕方，受け答え方を理解できる． 

 

◯確認試験，ペアワークおよびリスニング

演習で理解度を深めることができる． 

 

○外国人との円滑なコミュニケーション

をするきっかけとして星占いについての

理解を深めることができる 

 

○相手に関する情報を引き出す方法を 

what, where, how を使って理解できる． 

 

○確認試験，ペアワークおよびリスニング

の演習で理解度を深めることができる． 

 

○主に音楽に関してお互いの興味あるも

のを知り合うことができる． 

 

○確認試験，ペアワークおよびリスニング

の演習で理解度を深めることができる． 

 

◯主にスポーツに関してお互い興味ある

ものを知り合うことができる． 

 

◯確認試験，ペアワークおよびリスニング

の演習で理解度を深めることができる． 

 

 

【理解の度合い】 
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【理解の度合い】 

 

 

履修上の注意 教室内の機材を大事に扱う．講義の途中でもわからない個所は質問する．

教 科 書 石田雅近，「Hello there! I」，東京書籍株式会社． 

参 考 図 書 
「カラーワイド 英語百科」，大修館書店． 

「起きてから練るまで英会話口慣らし練習帳」，株式会社アルク 

関 連 科 目 英会話． 

総 合 評 価 

達成目標の(1)～(4 )について 4回の暗唱試験と 3回の小試験(90%)と学期

末に行われるリスニング試験(10%)で評価する． 

また，授業態度により評価点からその 20%を上限として減点し，これを総

合評価とする．総合評価が 60 点以上を合格とする． 

【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】     点

 


